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研修の概要

研修機関情報

企業理念

MOE TRAINING CENTER SAPPORO
〒063-0001 北海道札幌市西区山の手1条1丁目3番地

別紙参照のこと。

この出会いに感謝し、介護を通して
高齢者やそのご家族、社会のお役に立つことで感動を共有できる企業を目指す。

・介護に従事しようとする方
・介護に従事しており、更なるステップアップを望んでいる方
・心身ともに健康な方
・上記他、研修責任者が本研修受講者として適当と認められる方

修業年限/6ヶ月以内、研修期間/約2ヶ月
通信形式で㊏㊐の日中に面接授業の実施

定員/30名、指導者/6名

69,800円（テキスト代、消費税含む）

学則

別紙参照のこと。研修施設・設備

研修事業情報

対象

定員と指導者数

受講までの流れ

費用

その他

丸　昌弘

スケジュール

課程責任者

①募集時期
・開講日の１ヶ月前から募集し､開催案内（通知文）に示した締切日までに、受講申込書に
より申し込む。ただし、締め切り日前であっても、定員に達した場合は先着順で募集を締
切ることがある。

②受講料の支払い方法
・受講料は一括納入と分割納入があり、受講決定後、指定の期日まで金融機関まで振込み、
又は事業者窓口にて直接払い込むこと。
・研修の開始までに受講料が入金されない場合は受講を断る場合がある。
③受講料返還方法
・開講1週間前までのキャンセルについては全額返金しますが、それ以降の返金はできま
せん。
・開講1週間前の時点で受講者が5名以下の場合は開講しないことがあります。その場合
は、上記にかかわらず全額返金いたします。

当講座は介護事業者である株式会社 萌福祉サービスが提供する講座です。
多種多様な事業所を運営して蓄積された膨大なノウハウを、余すところなく講座にフィー
ドバックし、実践に即した知識・技術を習得していただきます。
社会状況の変化や、多様化・細分化する介護ニーズに合わせ、介護業界も変革が求められて
います。我々はそれらに対しどれだけ柔軟に対応できるかがポイントと考えており、基礎と
なるのはやはり「介護現場で働きたい」という想いであると考えています。しっかりとした
将来を描くために、新しい一歩を我々と踏み出しましょう。

株式会社萌福祉サービス 介護職員初任者研修講座（通信） 基本情報



科目（教科）別
シラバス
合計139時間

科目の細目

1.職務の理解（6時間）

多様なサービスの理解
（3時間）

介護職の仕事内容や
働く現場の理解
（3時間）

講義と実習の実演方法

研修科目全体のイメージができるよう学習する内容のポイントを示
しながら、適宜視聴覚教材を用いて多様な職場の理解ができるよう
にする。

介護職が働いている環境やどのような職場があり、仕事の内容が理
解できるよう生活と身の回りを関連づけながら理解できるようにす
る。

研修
カリキュラム

2.介護における尊厳の保持・自立支援（9時間）

人権と尊厳を支える介護
（6時間）

自立に向けた介護
（3時間）

介護職は、利用者の尊厳ある暮らしを支える専門職であることを自
覚できるようにする。特に高齢者の人権を守ることや虐待防止など、
調査データを用いて考えを発表し、グループディスカッションする。

自立支援の概念や利用者の自立支援とはどのようなことか残存機能
を活かす支援の在り方等事例を用いてグループディスカッションし
理解に繋げる工夫をする。

3.介護の基本（6時間）

介護職の役割、専門性と
多職種との連携
（2時間）

介護職の職業倫理
（2時間）

在宅介護をしている事例から、介護職の社会的な役割や規範、また専
門職として他職種連携の視点を持てるように個別ワーク･グループ
ディスカッションに取り組み理解できるよう工夫する。

一般的な職業倫理の理解から介護に求められる職業倫理とは何か考
えられるよう体験を語り合いながら人権についても考える工夫をす
る。

介護職の安全と
介護における安全の確保と
リスクマネジメント（1時間）

介護職の安全
（1時間）

介護における安全の重要性を日常生活の中で見いだせるよう視聴覚
教材を用いて思考させる。リスクマネジメントでは予防と事故報告
の内容まで検討しながら、安全への行動が取れるようにする。

介護職の心身の健康管理について、手洗いの基本、マスクの正しいつ
け方などの感染予防、腰痛予防やストレス解消方法など方法を理解
できように具体例をあげ、理解できるように工夫する。

4.介護･福祉サービスの理解と医療との関係（9時間）

介護保険制度
（3時間）

医療との連携と
リハビリテーション
（3時間）

介護保険制度を担う一員として最低限知っておくべき制度の目的・
サービス利用の流れ、被保険者・給付の手続き・種類・内容などをテキ
ストを活用しグループディスカッションで理解できるようにする。

医療職と介護職の連携の意義と役割について医行為を 含めて学ぶ。
また、訪問介護の制度とその内容につい て、リハビリテーション介護
の意義と役割と必要性を理解できるようにする。

障害者自立支援制度
及びその他の制度
（3時間）

障害者自立支援制度、個人情報保護法、成年後見制度についての目
的・サービス利用の流れ、被保険者・給付の手続き・種類・内容をグ
ループディスカッションし発表し、理解できるようにする。

5.介護におけるコミュニケーション技術（6時間）

介護における
コミュニケーション
（3時間）

介護におけるチームの
コミュニケーション
（3時間）

利用者との人間関係の基本となるコミュニケーションの基本的な技
法について、講義およびコミュニケーションワークを通して理解で
きるようにする。利用者の状況に応じたコミュニケーションの留意
点について、ロールプレイを取り入れることで気づきを促す工夫を
する。

記録の機能と重要性、記載方法について、介護記録の記載例を示しな
がら理解できるようにする。グループディスカッションに取り組み
ながら、チームにおけるコミュニケーションを促す環境について考
えることができるように工夫する。



科目（教科）別
シラバス

科目の細目

6.老化の理解（6時間）

老化に伴うこころと
からだの変化と日常（2時間）

高齢者と健康
（4時間）

講義と実習の実演方法

講義及び身近な高齢者を想起させて老化に伴う心身の変化とその特
徴を学習し、日常生活への影響と支援の必要性を思考・理解する。

高齢者に多い疾病等を想起させ、代表的な疾病・症状等について視聴
覚教材等を用いて講義し、グループディスカッション等を行い生活
上の留意点を検討・理解する。

研修
カリキュラム

7.認知症の理解（8時間）

認知症を取り巻く状況
（2時間）

医学的側面から見た
認知症の基礎と健康管理
（3時間）

認知症や認知症の人、家族を取り巻く状況について、新聞記事や視聴
覚教材を用いて考えることができるよう工夫する。特に、認知症ケア
の理念については、事例を用いてロールプレイし理解できるように
する。

認知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、 診断、治療、予防、原因
疾患別のケアのポイントについ てグループディスカッション、最新
の情報が得られるように、視聴覚教材を活用する。

認知症に伴うこころと
からだの変化と日常生活
（2時間）

家族への支援
（1時間）

認知症の人の心理・行動の特徴を示しながら、 それによりどのような
生活障害が生じてくるのかについて考えることができるようにロー
ルプレイする。具体的な事例を示しながら、認知症の人の介護をロー
ルプレイし、原則が理解できるようにする。

認知症の利用者を持つ家族の気持ちや家族がうけやすいストレスに
ついてグループディスカッション し、理解できるようにする。

8.障害の理解（4時間）

障害の基礎的理解
（1時間）

障害の医学的側面、
生活障害、心理・行動の特徴、
かかわり支援等の
基礎的知識（2 時間）

障害とは何か、障害と ICF の関連やノーマライゼーションと障害者
福祉について歴史変遷を踏まえ学習できるようにノート作成の工夫
をする。

障害の種類と程度をテキストで学習し、かかわりの支援については
複数事例を用いてグループディスカッションし障害の違いを理解で
きるようにする。

家族の心理、
かかわり支援の理解
（1時間）

家族や当事者へのかかわりでは事例を用いてグループディスカッ
ションを行い各自が理解できるよう振り返りの工夫をする。

9.こころとからだのしくみと生活支援技術（80時間）
①基本知識の学習（13時間）

介護の基本的な考え方
（3時間）

介護に関するこころの
しくみの基礎的理解
（5時間）

介護における倫理を学ぶとともに、ICFを通し、介護の対象者を適切
にとらえる視点を理解する。

介護対象者のこころ及び介護サービス提供方法の根拠に心に関連す
る基礎知識について、視聴覚教材の活用及び受講者の心に照らし合
わせて学習を進める。

介護に関するからだの
しくみの基礎的理解
（5時間）

介護対象者のからだ及び介護サービス提供方法の根拠にからだに関
連する基礎知識について、視聴覚教材の活用及び受講者のからだに
照らし合わせて学習を進める。



科目（教科）別
シラバス

科目の細目 講義と実習の実演方法研修
カリキュラム

9.こころとからだのしくみと生活支援技術（80時間）
②生活支援技術の講義･演習（55時間・演習含む）

生活と家事
（4時間）

快適な居住環境と介護
（4時間）

家事と生活の理解、家事援助に関する基礎的な知識と生活支援につ
いて、講義（視聴覚教材も使用）・ワーク・演習を通して理解できるよ
うにする。

快適な生活を送るための環境整備の方法や、高齢者や障害者の特性
を理解した上で、福祉用具や住宅改修などの方法もふまえ考えてみ
る。

③生活支援技術演習（12時間）

介護過程の基礎的理解
（8時間）

総合生活支援技術演習
（4時間）

介護過程の目的・意義・展開、介護過程とチームアプローチについて
の知識を講義で理解できるようにし、演習で事例を展開させて理解
できるようにする。

整容、移動・移乗、食事、入浴・清潔、排泄、睡眠で使用した2事例を使用
し、こころとからだの力が発揮できない要因の分析と適切な支援技
術の検討をグループで考え、実際に演習し、そこで何が課題なのかど
うしたらよいかの対応を考えさせ、さまざまな知識・答えは1つでは
ないことを理解できるようにする。

整容に関連した
こころとからだのしくみと
自立に向けた介護（6時間）

身じたくや整容の意義や効果を理解し、身体状況に合わせた整容支
援の方法や衣服の選択・着脱の支援の方法や原理原則をふまえ、演習
する。

移動･移乗に関連した
こころとからだのしくみと
自立に向けた介護（8時間）

食事に関連した
こころとからだのしくみと
自立に向けた介護（8時間）

移動と社会参加について考え、移動、移乗についての基礎知識を学ん
だ上で、ボディメカニクスや利用者の自然な動きをふまえ、具体的な
移乗支援方法や移動支援方法について演習する。

食事の意味や咀嚼や嚥下のメカニズム、脱水や低栄養について学び、
食事支援の具体的な方法、福祉用具を使った支援方法などを演習す
る。また、口腔ケアについても演習を行う。

入浴･清潔保持に関連した
こころとからだのしくみと
自立に向けた介護（8時間）

入浴・清潔保持の意義や具体的支援方法について学び、プライバシー
保護などの留意点をふまえ、全身清拭や部分浴などの演習を行う。

排泄に関連した
こころとからだのしくみと
自立に向けた介護（8時間）

睡眠に関連した
こころとからだのしくみと
自立に向けた介護（6時間）

排泄の身体的、心理的、社会的意義や仕 組み、排泄障害について学び、
排泄環境や排泄用具について考え、利用者のプライド、羞恥心、プラ
イバシーに配慮した具体的な排泄支援方法について演習する。

睡眠の定義、メカニズム、睡眠に伴う身体生理機能の変化を学び、睡
眠環境や用具の活用方法を含めた安眠のための介護の工夫を演習す
る。

死にゆく人に関連した
こころとからだのしくみと
終末期介護（3時間）

事例を用いた個人ワーク等を通じて死にゆく人・家族の心理を思考
し、こころの理解を深める。また講義により心身及び終末期ケアに関
する基礎的理解を深め、グループディスカッションにて支援方法を
検討する。

10.振り返り（4時間）

振り返り
（3時間）

就業への備えと
研修終了後における実例
（1時間）

研修全体を通し、学んだことや今後の継続すべき課題などを振り返
り考える。また、在宅や施設であっても適切なマナーが図れるよう、
身だしなみや言葉づかい、応対の態度等の礼節などを学ぶ。

介護現場への就業がイメージできるよう、視覚的教材や現場職員の
体験談などを通し、継続的な研修の必要性について学ぶ。

全科目終了後の修了評価
（1時間）



主要テキスト/株式会社 日本医療企画 「介護職員初任者研修テキスト」

①学習方法
・テキストに沿った添削課題をそれぞれ設定する提出期限までに提出していただきます。 
ただし、合格点に達しない場合は、合格点に達するまで再提出を求めます。

②評価方法
・添削課題については、理解度および記述の適格性・論理性に応じて、担当講師又は添削担
当者が添削、評価をおこないます。正解率が6割未満の場合は、再提出していただきます
（指導をおこないます）。

③個別学習への対応方法
・郵便、FAX又は電子メール等にて質問を受け付けます。添削担当者は、必要に応じて担当
講師に紹介し、郵便、FAX又は電子メール等により回答をおこないます。

修了の認定は、主要テキストに定めるカリキュラムを全て履修し、筆記試験において合格水
準に達している方で、かつ修了認定会議で修了と認められた方に対して行います。
評価は、「A=正解率が9割以上、B=8～8.9割、C=6～8.8割、D=6割未満」の区別で評価し、評
価がC以上を合格とます。Dの場合は、事務局が定めた日に補習及び再試験を受けていただ
きます。
再試験の方法は担当講師から与えられたレポートの提出又は課題の提出によって行いま
す。 

正看護師取得（H10/4）。
救急救命センターにて看護師（7年2ヶ月）、市立病院脳神経外科にて看護師（1年8ヶ月）、市立病院
医療安全推進室にてリスク管理（5年）、介護老人福祉施設にて施設長（3年10ヶ月）。
現在、介護老人福祉施設に施設長として勤務中（3年10ヶ月）。

正看護師取得（H14/5）。
総合病院にて看護師（9年）、介護老人福祉施設にて施設長（4年4ヶ月）。
現在、介護老人福祉施設に施設長として勤務中（4年4ヶ月）。

通信

科目（教科）別
担当講師

修了評価

研修
カリキュラム

講師情報

丸　昌弘・・・1、2、3、4、5、6、7、8、9、10担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2有
宮下知美・・・1、2、3、4、5、6、7、8、9、10担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2有
門間康代・・・1、2、3、4、5、6、7、8、9、10担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2有
谷口貴紀・・・1、2、3、4、5、6、7、8、9、10担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2有
佐野　晶・・・1、2、3、4、5、6、7、8、9、10担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2有
土門大悟・・・4、9担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2無
西田衣里・・・1、2、3、4、5、9担当。専従兼務の別2専、修了評価担当の有無2無

丸　昌弘・・・

宮下知美・・・

正看護師取得（S56/6）。
病院にて看護師（15年）、介護老人福祉施設にて施設長（9年2ヶ月）。
現在、介護老人福祉施設にて施設長として勤務中（9年2ヶ月）。

門間康代・・・

正看護師取得（H13/4）。
市立病院にて看護師（10年）、介護老人福祉施設にて副施設長（4年11ヶ月）。
現在、介護老人福祉施設にて副施設長として勤務中（4年11ヶ月）。

谷口貴紀・・・

介護福祉士取得（H17/5）。
介護老人福祉施設にて介護職員（11年2ヶ月）、介護老人福祉施設にて施設長（4年8ヶ月）。
現在、介護老人福祉施設にて施設長として勤務中（4年8ヶ月）。

佐野　晶・・・

理学療法士取得（H18/4）。
整形外科にて理学療法士（7年）、介護老人福祉施設にて機能訓練指導員（1年1ヶ月）、通所介護にて
管理者兼機能訓練指導員（1年11ヶ月）。
現在、通所介護事業所にて管理者兼機能訓練指導員として勤務中（1年11ヶ月）。

土門大悟・・・

介護福祉士取得（H19/4）、介護支援専門員取得（H20/5）。
病院にて看護助手（2年8ヶ月）、通所リハビリにて介護職員（1年4ヶ月）、介護老人保健施設にて支
援相談員（2年10ヶ月）、通所介護にて生活相談員（1年）、居宅介護支援事業所にて介護支援専門員
（3年3ヶ月）、介護老人福祉施設にて生活相談員（1ヶ月）、介護老人福祉施設にて計画作成担当者（2
年8ヶ月）。
現在、介護老人福祉施設にて計画作成担当者として勤務中（2年8ヶ月）。

西田衣里・・・
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